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キャビネット前面ドアを反転します

システムキャビネットの前面ドアを反転します

前面ドアの開き方を変更するには、照光バッジ、ドア、上部のヒンジ、および関連する
ハードウェアを取り外し、システムキャビネットフレームの前面の反対側に取り付けま
す。

照光バッジ付きシステムキャビネットのドアを反転させるには、次の工具と機器が必要です。

• プラスドライバ

• 5 mm のアレンレンチを使用することをお勧めします。マグネット式のアレンレンチを使用してください

• ラジオペンチ

• 上部ヒンジの六角ボルトに簡単にアクセスできるように、ステップラダー

照光バッジを取り外します

照光バッジを取り外すには、システムキャビネットの前面ドアを開き、バッジの背面か
ら電源コードを抜き、システムキャビネットのドアからバッジコンポーネントを取り外
す必要があります。

次の図と次の手順を使用してください。

1. システムキャビネットの前面ドアのロックを解除して開きます。

2. ドアの内側にあるバッジ背面パネルの非脱落型ネジを緩め、背面パネルをドアメッシュから慎重に引き出
します。

3. プラグの固定クリップを押してソケットからコードを抜き、背面パネルから電源コードを抜いて、背面パ
ネルから電源コードを取り外します。

背面パネルを脇に置きます。
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4. バッジの背面からネジを慎重に取り外します。

取り付けネジのステムは非常に短くなっています。取り付けネジを落とした場合に受け止
められるように、ネジの下に空いている手を置きます。

5. ドアの前面からバッジを取り外し、脇に置きます。

システムキャビネットのドアを取り外します

システムキャビネットのドアとサイドパネルを取り外して、照光バッジとコンポーネン
トを移動し、ドアを反転させる必要があります。

1. システムキャビネットのドアが開いていない場合は開きます。

2. キャビネットがインターコネクトキットに接続されているかどうかに応じて、該当する操作を実行しま
す。

システムキャビネットの状態 作業

別のシステムキャビネットに接続
されていません

次の手順に進みます。

インターコネクトキットで別のシ
ステムキャビネットに接続されて
いる

インターコネクトキットブラケットを 4 つすべて取り外し、ブラケ
ットとネジを安全な場所に置きます。

3. 両方のサイドパネルのロックを解除し、接地線をサイドパネルから外して脇に置きます。

4. 接地線をドア上部の接地スペードから外します。

5. 接地端子と接地線アセンブリのネジを外してシステムキャビネットフレームから取り外し、脇に置きま
す。

6. 接地端子アセンブリのネジを外してシステムキャビネットドアから取り外し、脇に置きます。

7. 上部のヒンジピンを持ち上げて、ヒンジの底部から外します。

8. ドアの上部をシステムキャビネットフレームから慎重に傾けて離し、ヒンジピンを外します。

9. ドアを持ち上げて下部のヒンジから外し、脇に置きます。

バッジの電源装置とケーブルを移動します

ドアを反転して照光バッジを再度取り付ける前に、電源装置と照光バッジのケーブルを
システムキャビネットフレームの反対側に移動する必要があります。

システムキャビネットのドアとサイドパネルを取り外しておく必要があります。

システムキャビネットのドアを反転させる際には、照光バッジの電源装置、電源ケーブル、およびケーブルコ
ンジットをシステムキャビネットの反対側に移動する必要があります。このアセンブリは、バッジへのケーブ
ルがキャビネットのドアのヒンジ側に来るように設計されています。
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1. 電源ケーブルの固定クリップを開き、電源装置から電源ケーブルを外します。

2. 図を参照しながら、電源装置のケースと電源装置を取り外します。

a. 電源装置ケースの固定ピンを持ち上げ、ケースカバーを下に回転させて背面の電源装置ケースから外
します。

電源装置は、フックとループパッチを使用して電源装置ケースに取り付けられていま
す。

b. 照光バッジのケーブルから電源装置を外し、電源装置と電源装置カバーを横に置きます。

c. システムキャビネットフレームに取り付けられている電源装置ケースの上部と下部からネジを外し、
電源装置ケースを取り外します。

3. 電源装置と電源装置ケースをシステムキャビネットの反対側に取り付けます。

a. キャビネットフレームにある 2 つの隣り合ったネジ穴の位置を確認し、電源装置ケースの上部を下の
ネジ穴に取り付けます。

下部のケーブル固定ストラップがある場合は、取り外しが必要になることがあります。

b. 電源装置ケースの底部をシステムキャビネットフレームに固定します。

c. カバーフックを電源装置の背面に合わせ、プランジャをカバーの上に引き上げて回転させて閉じ、プ
ランジャをリリースして電源装置カバーと電源装置を取り付けます。

4. 固定クリップからコンジット固定クリップを外して、ベゼルの電源装置のコンジットを取り外します。次
に、コンジットを電源ケーブルからスライドさせて外します。

固定クリップとネジはコンジットをキャビネットの反対側に取り付けるために保管しておいてください。

3



5. バッジの電源ケーブルをキャビネットの反対側に移動します。

a. キャビネットのゴム製ケーブル固定クリップを右に 180 度回転させてシステムキャビネットフレーム
から外し、ケーブルをシステムキャビネットから慎重に引き出します。

b. ケーブルをキャビネットの反対側に移動し、キャビネット上部近くにある穴に最後まで通します。
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c. ゴム製ケーブル固定クリップをフレームの穴に合わせ、できるだけ奥まで押し込み、左に 180 度回転
させて固定します。

d. キャビネットフレームに沿ってキャビネットの背面までケーブルを配線します。

6. ケーブルコンジットを取り付け直します。

a. PDU 電源ケーブルの上にコンジットをスライドさせ、システムキャビネットフレームに沿って PDU

までコンジットを配線します。

b. キャビネットの反対側からコンジット固定クリップをコンジットの上に取り付けて、キャビネットフ
レームに固定します。

7. バッジケーブルを電源装置に再接続します。ただし電源装置は電源に再接続しないでください。

ドアヒンジとロックキャッチを反転する

システムキャビネットのドアを反転する場合は、システムキャビネットのドアヒンジと
ロックキャッチをシステムキャビネット前面の反対側に移動する必要があります。

次の工具が必要です。

• プラスドライバ

• 5 mm アレンレンチ；マグネットアレンレンチが推奨されています

• ラジオペンチ

• 上部ヒンジの六角ネジに簡単にアクセスできるように、はしごをステップします

a. システムキャビネットフレームから上部のヒンジを固定しているネジを外し、ネジとヒンジを脇に置
きます。

キャビネットフレーム内に落とさないように注意して六角ネジを取り外してください。
スペアの六角ネジは、システムキャビネットに付属のスペアキットに含まれています。

b. システムキャビネットフレームから下部のヒンジを固定しているネジを外し、ネジとヒンジを脇に置
きます。
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ドアの接地ネジと接地線スペード

アース線

フレームの接地線端子

上部前面のドアヒンジと、固定クリップで固定されたヒンジピン

ロックキャッチ

a. 上部ヒンジのヒンジピンを反転します。

i. ヒンジピンを持ち上げ、ヒンジピンシャフトの固定クリップが見えるようにします。
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ii. ラジオペンチを使用して固定クリップをヒンジピンシャフトから慎重に取り外し、脇に置きま
す。

iii. ヒンジピンとスプリングをスライドさせてヒンジ本体から外します。

iv. ネジ穴がヒンジの反対側に向くようにヒンジを回転させ、ヒンジピンとスプリングを元に戻しま
す。

v. ヒンジピンにヒンジ固定クリップを取り付けます。

固定クリップをヒンジピンに完全に押し込んでください。

b. ヒンジを取り付け直します。

i. 上部の六角ネジを上部のヒンジの上部ネジ穴に合わせてシステムキャビネットに差し込み、六角
ネジを途中まで締めます。

2 つ目の六角ネジを取り付けるまで、ネジを完全には締めないでください。

ii. 下部の六角ネジを上部のヒンジの下部ネジ穴に合わせてシステムキャビネットに差し込み、六角
ネジを途中まで締めます。

iii. 上部と下部の六角ネジを締めます。

iv. 下部のヒンジに対して上記の手順を繰り返します。

c. ロックキャッチからネジを外し、ロックキャッチをシステムキャビネット前面の反対側に移動しま
す。

d. キャッチを 180 度回転させ、システムキャビネットに固定します。

ドアと照光バッジを再度取り付けます

電源装置とコンポーネントをシステムキャビネットの反対側に移動し、ヒンジとロック
キャッチを移動したら、システムキャビネットのドアと照光バッジを取り付け直し、バ
ッジを電源に再接続する必要があります。

システムキャビネットのドアを再度取り付けます

ドアのヒンジとキャッチを反転したら、照光バッジを取り付け直す前に、接地線と接地端子アセンブリ、およ
びシステムキャビネットの前面ドアを取り付ける必要があります。

1. ドアを 180 度回転させます。

2. ドアの底部を下部のヒンジポストに合わせ、その上に配置します。

3. 上部のヒンジピンを持ち上げて、ヒンジの軸筒から外します。

4. ヒンジピンとドアのヒンジが揃うようにドアの上部をヒンジの軸筒の上に合わせたら、ヒンジピンを離し
ます。

ヒンジピンがドアヒンジと軸筒の下部を通ってしっかりと収まっていることを確認します。

5. 反転させた前面ドアの同じ側のシステムキャビネットフレームに接地端子と接地線アセンブリを取り付け
直し、システムキャビネットのドアの上部にスペードプラグと一緒にアース端子を再び取り付けます。

6. システムキャビネットのドアにある接地端子アセンブリのスペードにアース線を取り付け直します。
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7. 必要に応じて、サイドパネルまたはインターコネクトブラケットを再度取り付けます。

◦ システムキャビネットが別のシステムキャビネットに接続されていない場合は、サイドパネルを再び
取り付けます。

◦ システムキャビネットがインターコネクトキットで別のシステムキャビネットに接続されている場合
は、インターコネクトブラケットを再度取り付けます。

照光バッジを再度取り付けます

システムキャビネットのドアを取り付けたら、照光バッジを取り付けてドアの反転手順を完了し、前面ドアを
閉じてロックする必要があります。

1. 次の図を参考にして、システムキャビネットの前面ドアに照光バッジを取り付けます。

2. フロントドアを閉じてロックします。
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